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＜神戸港 平和の碑＞除幕式 
 
 
 
 
 日時：２００８年７月２１日（月、休日）午後０時 

 会場：神戸市中央区海岸通3-1-1 ＫＣＣビル前 

 

 

●プログラム 

 

・あいさつ 調査する会代表 安井三吉 

・経過報告 調査する会事務局長 飛田雄一 

・来賓紹介 

・除幕 

・あいさつ 神戸華僑総会名誉会長 林同春 

 

 

 

 

 

 

  ※午後１時より徒歩５分の雅苑酒家でパーティを開きます。 

   参加費５０００円です。お申し込みをよろしくお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 引き続き３００万円を目標に募金活動を行っています。ご協力をよろしくお願いします。 

 送金先 ：郵便振替口座＜００９２０－０－１５０８７０ 神戸港調査する会＞ 

 
神戸港における戦時下朝鮮人･中国人強制連行を調査する会 

             代表 安井三吉 

 

〒657-0064 神戸市灘区山田町3-1-1 神戸学生青年センター内 

TEL 078-851-2760 FAX 078-821-5878 

ホームページ http://ksyc.jp/kobeport/  e-mail hida@ksyc.jp 
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戦時下朝鮮人・中国人・連合国軍捕虜の被動員数、死亡者の概要について 
 
１）朝鮮人 
 
「朝鮮人労務者に関する調査（厚生省名簿）」兵庫県分には、神戸市内の１５企業の名簿がある。その

うち神戸港５企業関係として、①三菱重工業神戸造船所（被連行者数１９８４名、内死亡１２名、以

下同じ）、②神戸船舶荷役（１４８名、１名）、③川崎重工業製鉄所葺合工場（１３９８名、２５名）、

④川崎重工業製鉄所兵庫工場（２２０名、６名）、⑤神戸製鋼所本社工場（４１２名、３名）、合計被

連行者数４１６２名、死亡者４７名となる。他に厚生省名簿にはないが川崎重工業艦船工場について

は社史に１６００名の記述がある。 
 
２）中国人 
 
『外務省報告書』によると連行は７次にわたって、総計９９６人が連行された（内 1名は神戸到着前
に死亡）。その後、函館港（北海道）、敦賀港（福井県）、七尾港（石川県）に計３３０人が転出し残っ

た人のうち１６名が死亡した。 
 
３）連合国軍捕虜 
 
終戦時に神戸市内に残されていた連合国軍捕虜は５４５人。全体の実数は不明。死亡者については、

以下のとおりで、総計１９０名となっている。 
＜神戸分所＞死亡者合計１３４名／内訳：米６、英１１８、蘭２、豪８ 
（死亡した１１８名の英国兵捕虜の多くは「りすぼん丸」で移送された捕虜：福林氏コメント） 
＜川崎分所＞死亡者合計５１名／内訳：英１４、蘭１９、豪１８ 
＜脇浜分所＞死亡者合計５名／内訳：米４（全員「めるぼるん丸」で台湾から移送された捕虜）、蘭１） 
 
 
 
神戸港における戦時下朝鮮人･中国人強制連行を調査する会の歩み（抄） 
 
●1999年 
10月 調査する会結成 
●2000年 
02月 ニュース 1号発行 
07月 フィールドワーク「いかりツアー」① 
08月 中国現地調査① 
08月 韓国現地調査① 
●2001年 
02月 田中宏講演会「外務省報告書」 
08月 中国現地調査② 
09月 フィールドワーク「いかりツアー」② 
10月 韓国現地調査② 
12月 朴球会講演会 
●2002年 
03月 塚崎昌之さん、上澤祥昭さん、講演会 

10月 フィールドワーク「いかりツアー」③ 
●2003年 
●2004年 
01月 『神戸港強制連行の記録』 
    （明石書店）発行 
02月 ブックレット（副読本）発行 
03月 ジョン・レイン手記発行／出版記念会来日 
   内海愛子講演会 
07月 ニュース９号発行 
●2005年 
●2006年 
●2007年 
●2008年 
07月 石碑建立 
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神戸港における戦時下朝鮮人･中国人強制連行を調査する会／出版物案内 

 
神戸港における戦時下朝鮮人・中国人強制連行を調査する会編  
神戸港強制連行の記録－朝鮮人・中国人そして連合軍捕虜－ 
2004年１月 / ４５００円（本体価格） /  
四六判 / 縦組 / 上製 / カバー / 352頁 / ISBN  4-7503-1839-6 
******************************************************************** 
神戸港における戦時下朝鮮人･中国人強制連行を調査する会編・発行 
アジア・太平洋戦争と神戸港―朝鮮人・中国人・連合国軍捕虜― 
執筆・宮内陽子（調査する会、兵庫県在日外国人教育研究協議会） 
2004.2.15、Ｂ４、３２頁、定価８００円＋税、発売・みずのわ出版 
******************************************************************** 
ジョン・レイン著・平田典子訳 
夏は再びやってくる－戦時下神戸・元オーストラリア兵捕虜の手記 
神戸学生青年センター出版部 2004年３月 定価１８９０円（送料調査する会負担） A5 264頁 
******************************************************************** 
●復刻版／神戸港における中国人強制連行資料 
日本港運業界神戸華工管理事務所・神戸船舶荷役株式会社 
『昭和二十一年三月 華人労務者就労顛末報告書』 
（1999.6.30、神戸・南京をむすぶ会刊、２０００円、送料 310円） 
******************************************************************** 
●復刻版／神戸の連合軍捕虜関係地図（松本充司さん提供） 
Ａ３，4枚分 カラーコピー ５００円（送料 110円） 
 
 
  ●＜神戸港 平和の碑＞の左右にある先輩の石碑／モニュメント 
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神戸港 平和の碑 

 
  
 


